
あ
る
会
の
運
営
に
更
な
る
努
力
を

重
ね
る
決
意
を
致
し
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
全
日
本
ギ

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
の
ギ

タ
ー
部
の
演
奏
を
羽
田
友
彦
先
生

の
指
揮
で
心
行
く
ま
で
楽
し
み
ま

し
た
。
金
賞
の
上
を
目
指
し
た
い

と
顧
問
の
吉
田
清
人
先
生
の
力
強

い
言
葉
に
ギ
タ
ー
部
の
益
々
の
ご

活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　ひ
と
と
き
学
生
時
代
に
戻
り
校

歌
斉
唱
し
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
と
恩
師
の
皆
様
を
お
見
送
り
致

し
ま
し
た
。

　こ
の
度
創
立
百
周
年
記
念
事
業

の
全
て
を
終
え
た
事
を
御
報
告
し

ま
す
。
南
校
舎
建
設
資
金
募
金
に

際
し
ま
し
て
は
、
早
々
と
目
標
額

を
達
成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
一
重
に
皆
々
様
の
母
校
愛

と
後
輩
へ
の
温
か
い
思
い
や
り
の

賜
物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
後
と
も
更
な
る
御
指
導
、
御

支
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
事
と
、
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　昨
年
二
月
二
十
九
日
本
校
山
田

記
念
体
育
館
に
お
い
て
同
窓
会
入

会
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
二
百
七

十
二
名
の
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
生

徒
さ
ん
達
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
凛
と
し
た
佇
ま
い
に
、

い
つ
か
会
の
運
営
に
力
を
貸
し
て

く
れ
る
日
が
必
ず
来
る
事
を
確
信

致
し
ま
し
た
。

　六
月
十
二
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
で
総
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
今

年
も
昭
和
二
十
一
年
〜
平
成
二
十

七
年
度
卒
業
の
、
幅
広
い
年
代
の

方
々
そ
し
て
、
お
懐
か
し
い
恩
師

の
皆
様
が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
改
選
を
行
な
い
六
名
の
方
が

お
辞
め
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方

達
は
創
立
百
周
年
記
念
事
業
及
び

記
念
行
事
に
力
を
尽
く
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
今
度
は
会
員
と
し
て

総
会
に
来
て
頂
け
た
ら
役
員
一
同

心
強
い
限
り
で
す
。

　新
役
員
八
名
の
内
、
初
め
て
男

性
三
名
が
加
わ
り
十
七
名
で
魅
力

同窓会会報
発　行

福 島 成 蹊 高 等 学 校
同 窓 会
福島市上浜町5- 1 0
電話（5 2 2）2 0 4 9
発行人　石　井　　都
印刷所　㈲三共印刷所

同
窓
会
会
長

　石
　井
　
　
　都

（
昭
和
41
年
度
卒
）

魅
力
あ
る
会
の
運
営
を
目
指
し
て

『 資 料 展 示 室 』 （ 東 校 舎 1 階  旧 同 窓 会 室 ）
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斎
藤
　
綾
子

（
昭
和
61
年
度
卒
）

　
六
月
に
行
わ
れ
た
同
窓
会
総
会

で
十
数
年
ぶ
り
に
担
任
の
先
生
と

級
友
と
再
会
し
ま
し
た
。

　
「
近
い
う
ち
に
ク
ラ
ス
会
を
や

り
た
い
ね
。
」
が
約
二
ヶ
月
後
の

八
月
十
六
日
に
連
絡
を
と
れ
た
人

だ
け
で
の
少
人
数
で
し
た
が
、
ミ

ニ
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
を
先
生
を
囲
ん

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
先
生
は
、
当
時
の
ク
ラ
ス
一
人

一
人
の
顔
写
真
を
持
っ
て
来
ら
れ
、

あ
る
友
人
は
、
卒
業
時
の
文
集
や

当
時
の
先
生
方
の
写
真
を
持
っ
て

来
ま
し
た
。

　
な
つ
か
し
い
話
が
で
る
な
か
で

「
誰
だ
っ
た
っ
け
。
」
も
「
ど
ん

な
先
生
だ
っ
け
」
も
写
真
を
見
る

た
び
に
「
あ
っ
、
そ
う
そ
う
。
」

と
昔
を
思
い
出
し
大
声
で
笑
っ
た

り
、
昔
の
ま
ま
変
わ
ら
な
い
級
友

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
飾
ら
ず
、
す
ん
な
り
昔
に
戻
れ

る
先
生
と
仲
間
。
改
め
て
「
素
敵

だ
な
。
」
と
感
じ
ま
し
た
。
次
の

再
開
が
楽
し
み
で
す
。

　
阿
部
　
陽
子

（
昭
和
49
年
度
卒
）

　
還
暦
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
四

十
年
振
り
に
平
成
二
十
八
年
六
月

十
八
日
、
担
任
の
島
貫
先
生
は
所

要
が
あ
り
出
席
い
た
だ
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
三
年
六
組
の
級
友
二

十
三
名
が
集
い
ク
ラ
ス
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

　
再
会
し
た
瞬
間
に
四
十
二
年
の

月
日
を
忘
れ
、
当
時
の
自
分
に
戻

れ
る
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。
心

は
十
八
歳
、
笑
う
声
は
？
歳
で
し

た
が
、
当
時
の
思
い
出
話
に
盛
上

り
楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
子
育
世
代
を
経
て
、
介
護
世
代

に
入
り
ま
し
た
が
健
康
で
明
る
く

過
し
、
二
年
後
の
再
会
を
約
束
し

閉
会
し
ま
し
た
。

　
坂
田
ま
り
な

（
平
成
18
年
度
卒
）

　
毎
年
恒
例
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

懐
か
し
い
仲
間
に
会
う
こ
と
で
、

日
々
の
疲
れ
も
ど
こ
か
に
行
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
今
年
は
初
め
て
、
友
達
が
お
嫁

さ
ん
を
連
れ
て
き
ま
し
た
。
高
校

を
卒
業
し
十
年
。
も
う
そ
ん
な
歳

か…

と
思
い
つ
つ
も
、
仲
間
が
増

え
て
行
く
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　
今
で
も
ク
ラ
ス
全
体
で
仲
良
し

な
の
は
、
自
分
の
子
供
の
よ
う
に

私
達
の
事
を
真
剣
に
考
え
て
く
れ

る
、
そ
ん
な
恩
師
の
存
在
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。

　
恩
師
も
大
切
に
し
て
い
る
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
日
。
こ
れ
か
ら
も
私

達
の
笑
顔
で
、
大
切
な
恩
師
の
笑

顔
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
木
下
　
秀
平

（
平
成
27
年
度
卒
）

　
今
年
の
八
月
十
三
日
、
十
四
日

に
、
一
泊
二
日
の
同
級
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度
に

卒
業
し
た
三
年
五
組
の
友
人
、
三

十
四
名
中
、
三
十
一
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
お
盆
の
忙
し
い
時
に
こ

れ
だ
け
の
友
達
、
そ
し
て
元
担
任

の
信
野
先
生
も
参
加
し
て
く
だ
さ

り
嬉
し
く
感
じ
る
と
共
に
、
ク
ラ

ス
の
団
結
力
の
強
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
多
く
の
こ
と
を
成
し
遂
げ

て
き
た
三
年
五
組
の
友
人
達
と
再

び
同
じ
時
間
を
過
ご
せ
て
、
本
当

に
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
年
に
数
回
、
再
集
合
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
を
開
い
て

S61年度 卒業アルバムよりS61年度 卒業アルバムより

S49年度 卒業アルバムより
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援
に
併
せ
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
八

月
発
行
の
「
学
園
だ
よ
り
」
参

照
）

　
同
窓
会
そ
し
て
地
域
の
皆
様
の

ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
品
格
高

き
「
次
な
る
桃
李
の
人
」
の
育
成

に
向
け
、
創
立
百
四
年
目
に
在
籍

す
る
役
員
・
職
員
一
同
、
持
て
る

力
の
す
べ
て
を
注
ぐ
こ
と
を
改
め

て
お
約
束
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
四
年
前
、
学
園
創
立
百
周
年
の

記
念
す
べ
き
大
き
な
節
目
に
当
た

り
、
関
係
の
皆
様
全
員
で
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
「
世
代
を
つ
な
ぐ
桃

李
の
絆
」
を
確
認
し
合
う
中
、
十

三
に
及
ぶ
記
念
事
業
に
着
手
、
七

月
の
「
高
校
南
校
舎
募
金
事
業
」

の
完
了
を
も
っ
て
、
そ
の
す
べ
て

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
間
、
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
絶

大
な
る
ご
協
力
を
頂
戴
出
来
た
か

ら
こ
そ
各
種
事
業
の
完
遂
に
至
っ

た
も
の
と
、
常
日
頃
か
ら
の
ご
支

ま
し
た
。
こ
の
事
は
背
後
に
あ
る

教
育
の
普
及
と
無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
年
、
同
窓
生
『
冨
田

マ
ツ
さ
ん
』
の
奨
学
金
を
役
立
て
、

大
学
進
学
を
果
た
し
た
生
徒
が
二

十
名
を
超
え
ま
し
た
。
銘
々
は
贈

呈
式
で
の
マ
ツ
さ
ん
か
ら
励
ま
し

の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
人
材
と
な

る
べ
く
努
力
す
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　
同
窓
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

常
日
頃
、
物
心
両
面
に
渡
る
ご
支

援
を
賜
り
、
衷
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
校
同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
於

か
れ
ま
し
て
は
、
昨
今
の
世
界
の

政
界
で
の
女
子
宰
相
の
活
躍
に
関

心
が
向
か
う
も
の
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
近
隣
の
台
湾
で
は
蔡
小
英

氏
が
総
統
に
選
ば
れ
、
英
国
で
も

メ
イ
氏
が
首
相
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
我
が
国
に
於
い
て
も
、
初

め
て
女
性
東
京
都
知
事
が
誕
生
し

入学式出席

定例役員会

会報第21号発送

定例役員会

会計監査

墓参（初代・４代校長）

定例役員会

同窓会総会開催

（母校 吹奏楽部演奏）

定例役員会及び総会反省会

桃李祭

定例役員会

４月９日

11日

５月９日

20日

６月13日

21日

７月11日

９月６日

11月14日

会　務　報　告福 島 成 蹊 高 等 学 校 同 窓 会 一 般 会 計 決 算 書
平成27年4月1日～平成28年3月31日

1 . 収入金額 2,515,412　2 . 支出金額 1,581,343　3 . 差引金額 934,069

特別積立金（平成28年3月31日現在）
運営協力費（平成28年3月31日現在）
  

7,141 ,708円
124,760円

上記帳簿及び関係書類について監査の結果正確であることを認めます
平成28年４月28日　　会計監査　　増沢　ナミ　杉内　文子

理
　
事
　
長
　
　
高
　
橋
　
幸
　
七

ご
　
挨
　
拶校

　
　
　
長
　
　
本
　
田
　
哲
　
朗

『
同
窓
会
の
先
人
に
習
う
』

収 入 の 部

項 目

会 費

運営協力費

預 金 利 子

雑 収 入

繰 越 金

合 計

支 出 の 部

項 目

事 業 費

会 議 費

会報発行費

協 力 費

交 誼 費

通 信 費

旅 費

事 務 費

特別積立費

予　備　費

合 計

1,324,000

53,200

500

200,000

758,576

2,336,276

1,316,000

53,200

236

387,400

758,576

2,515,412

△8,000

0

△264

187,400

0

179,136

適　　　　　用

4,000×331人

26年度協力費より

普通預金・定期預金利子

総会会費等・名簿売上等

前年度より繰入

800,000

100,000

200,000

300,000

50,000

100,000

0

200,000

200,000

386,276

2,336,276

586,942

50,325

155,736

262,380

12,200

212,415

0

76,613

200,000

24,732

1,581,343

増　　　減

△213,058

△49,675

△44,264

△37,620

△37,800

112,415

0

△123,387

0

△361,544

△754,933

適　　　　　用

総会、研修会、桃李祭

役員会、幹事会

会報第22号

全国大会祝金、卒業記念品等

慶弔費

切手、名簿補助等

印刷費、事務用品等

プリンター

（単位：円）

本年度予算額 本年度決算額

増　　　減本年度予算額 本年度決算額

定例役員会

新幹事顔合わせ

定例役員会

同窓会入会式

卒業式出席

1月８日

2月13日

29日

３月１日

平成27年

平成28年
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幕
田
　
　
響

（
平
成
27
年
度
卒
）

　
同
窓
会
総
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
素
敵
な
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
女
学
校
の

頃
の
話
も
伺
う
こ
と
が
で
き
長
い

歴
史
の
中
で
育
く
ま
れ
て
き
た
こ

と
が
今
の
成
蹊
高
校
に
繋
が
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
級
友

と
の
思
い
出
話
や
恩
師
と
の
再
会

を
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
も

拝
見
し
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　
平
田
　
瑞
希

（
平
成
27
年
度
卒
）

　
今
回
初
め
て
同
窓
会
総
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
先
輩
方
ば

か
り
で
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
皆
さ
ん
温
か
く
迎
え
て
く
だ

さ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
在
学

中
ギ
タ
ー
部
に
所
属
し
て
い
た
の

で
、
後
輩
達
の
演
奏
を
聴
い
て
懐

か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
も
是
非
参
加
し
た
い
で
す
。

　
小
室
　
志
穂

（
平
成
6
年
度
卒
）

　
今
ま
で
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い

た
同
窓
会
総
会
に
初
め
て
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と
早
く
か

ら
参
加
し
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
先
生
方
に
も
お
会

い
し
て
20
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
様
な
懐
か
し
い
気
持
ち
に

な
り
、
素
敵
な
先
輩
方
と
お
話
も

出
来
本
当
に
成
蹊
が
母
校
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
貴
重
な
一
日
で

し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
出
席
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
佐
藤
　
真
紀

（
昭
和
56
年
度
卒
）

　
お
陰
様
で
、
私
達
は
今
回
、
五

人
だ
け
の
、
さ
さ
や
か
な
ク
ラ
ス

会
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
私

達
の
頃
と
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

り
立
派
な
成
蹊
を
見
る
こ
と
が
出

来
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
子
供
達

の
頑
張
り
を
見
た
と
き
懐
か
し
い

学
生
時
代
が
甦
り
、
先
生
方
と
の

再
会
で
思
い
が
け
ず
、
素
敵
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
も
私
達

の
様
に
、
こ
の
場
を
使
っ
て
は
い

か
が
で
す
か
？

　
佐
藤
　
晶
子

（
昭
和
61
年
度
卒
）

　
友
人
か
ら
の
誘
い
と
会
報
を
み

て
、
同
窓
会
へ
参
加
し
ま
し
た
。

緊
張
し
な
が
ら
会
場
へ
向
い
ま
し

た
が
、
何
十
年
ぶ
り
か
の
再
会
と

は
思
え
な
い
程
、
恩
師
や
友
人
と

話
が
弾
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ギ
タ
ー
部
の
見
事
な
演

奏
に
感
動
。
男
子
生
徒
の
姿
を
見

て
、
母
校
の
新
た
な
一
面
に
驚
き

ま
し
た
。

　
今
後
の
活
動
を
応
援
し
て
お
り

ま
す
。

　
会
計
監
査
　
増
沢
　
ナ
ミ

（
昭
和
39
年
度
卒
）

　
母
校
創
立
百
周
年
の
年
に
、
役

員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
窓
会
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
会
計
監
査
　
杉
内
　
文
子

（
昭
和
54
年
度
卒
）

　
役
員
と
し
て
十
一
年
間
、
色
々

な
行
事
に
携
わ
る
事
が
出
来
、
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

同
窓
会
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
会
　
　
計
　
髙
野
　
豊
子

（
昭
和
42
年
度
卒
）

　
長
い
間
お
世
話
に
な
り
、
何
事

も
な
く
退
任
す
る
事
が
出
来
て
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
役
員
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
常
任
幹
事
　
大
関
　
昭
子

（
昭
和
48
年
度
卒
）

　
在
任
中
、
栄
え
あ
る
百
周
年
記

念
行
事
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
校
と
同
窓
会
の
弥
栄
を
御
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
事
務
局
　
　
中
島
　
千
代

（
昭
和
39
年
度
卒
）

　
役
員
在
籍
中
母
校
の
百
周
年
行

事
に
係
わ
れ
た
事
と
て
も
嬉
し
く

誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
新
し
た
同
窓
会
に
と
て
も
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
事
務
局
　
　
菊
地
美
和
子

（
昭
和
55
年
度
卒
）

　
同
窓
会
活
動
を
通
し
て
先
輩
方

か
ら
様
々
な
事
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
様
な
機
会
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
　
　
役
　
　
員

名
誉
会
長

　
　
渋
谷
ス
ズ
イ
（
昭
和
30
年
度
卒
）

顧
　
　
問

　
　
丹
野
　
リ
ン
（
昭
和
21
年
度
卒
）

　
　
益
田
　
幸
子
（
昭
和
28
年
度
卒
）

　
　
上
枝
　
治
代
（
昭
和
22
年
度
卒
）

　
　
斉
藤
　
ヨ
シ
（
昭
和
23
年
度
卒
）

　
　
浅
野
　
良
子
（
昭
和
36
年
度
卒
）

　
　
須
田
カ
ヨ
子
（
昭
和
41
年
度
卒
）

　
　
小
林
　
征
子
（
昭
和
35
年
度
卒
）

会
　
　
長

　
　
石
井
　
　
都
（
昭
和
41
年
度
卒
）

副
 会
 長

　
　
山
科
　
直
枝
（
昭
和
53
年
度
卒
）

会
計
監
査

　
　
関
根
　
綾
子
（
昭
和
55
年
度
卒
）

　
　
渡
邉
八
千
代
（
昭
和
48
年
度
卒
）

会
　
　
計

　
　
斎
藤
　
綾
子
（
昭
和
61
年
度
卒
）

　
　
矢
吹
は
る
香
（
平
成
９
年
度
卒
）

書
　
　
記

　
　
本
田
　
文
子
（
昭
和
47
年
度
卒
）

　
　
佐
藤
　
文
惠
（
昭
和
48
年
度
卒
）

幹
 事
 長

　
　
渡
辺
美
喜
子
（
昭
和
55
年
度
卒
）

常
任
幹
事

　
　
千
葉
　
良
彦
（
平
成
21
年
度
卒
）

事
 務
 局

　
　
木
村
　
淳
子
（
昭
和
49
年
度
卒
）

　
　
甚
野
　
絵
美
（
平
成
17
年
度
卒
）

　
　
渡
邉
　
　
愛
（
平
成
17
年
度
卒
）

　
　
穴
澤
あ
す
か
（
平
成
18
年
度
卒
）

　
　
寺
島
　
白
龍
（
平
成
18
年
度
卒
）

　
　
唯
木
　
祐
人
（
平
成
21
年
度
卒
）

　
　
二
階
堂
仁
美
（
平
成
21
年
度
卒
）

平成28年度
福島成蹊高等学校同窓会総会・懇親会

平成28年度
福島成蹊高等学校同窓会総会・懇親会

旧
役
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

母
校
は「
成
蹊
」と

　
　
　
　
言
え
る
誇
り

平成28年6月12日（日）　於 ： 福島グリーンパレス平成28年6月12日（日）　於 ： 福島グリーンパレス



平
成
二
十
八
年
度
進
路
状
況

　
進
路
指
導
部
部
長　
増
子　
裕
一

　
今
年
度
の
入
試
は
国
公
立
大
学
の

改
組
や
改
革
が
進
み
、
受
験
生
に
と

っ
て
は
受
験
科
目
の
負
担
増
に
な
っ

て
い
る
部
分
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
出
願
が
進
み
、
本
校
生
も
多
く

の
生
徒
が
出
願
し
て
い
ま
す
。
文
系

人
気
の
復
活
、
国
際
関
係
学
部
の
人

気
、
英
語
を
重
視
す
る
試
験
制
度
の

導
入
な
ど
、
社
会
的
な
流
れ
は
本
校

生
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、

生
徒
・
保
護
者
・
教
員
と
連
携
を

し
っ
か
り
と
取
り
な
が
ら
進
路
活
動

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
２
学
期
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
た
推
薦
・
A
O
入
試
で
特
筆
す
べ

き
は
、
福
島
大
学
に
A
O
入
試
３
名
、

推
薦
入
試
３
名
が
出
願
し
、
６
名
全

員
が
合
格
し
ま
し
た
。
文
部
科
学
省

管
轄
外
の
学
校
で
は
超
難
関
の
気
象

大
学
校
に
、
本
校
で
は
歴
代
２
人
目

の
合
格
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。
私
立

大
学
で
は
、
慶
應
義
塾
大
、
明
治
大
、

法
政
大
、
成
蹊
大
、
東
北
医
科
薬

科
大
な
ど
に
普
通
コ
ー
ス
か
ら
合
格

し
て
い
ま
す
。
日
本
大
学
や
白
鷗
大

学
に
は
二
桁
の
合
格
者
数
に
届
い
て

い
ま
す
。
今
後
は
一
般
受
験
で
特
進

コ
ー
ス
と
と
も
に
多
く
の
生
徒
の
合

格
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
３
月
７
日
か

ら
は
国
公
立
大
学
の
前
期
試
験
合
格

発
表
が
行
わ
れ
ま
す
。
短
期
大
学
や

専
門
学
校
で
も
多
く
の
合
格
者
が
出

て
い
ま
す
。
就
職
面
で
は
公
務
員
試

験
に
お
い
て
、
こ
こ
数
年
で
は
最
多

の
６
名
の
合
格
が
あ
り
ま
し
た
。
地

道
な
学
習
の
成
果
に
な
り
ま
す
。
今

後
も
1
0
0
%
内
定
を
目
標
に
生

徒
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福島成蹊高等学校同窓会会報第23号 平成29年（2017）3月1日 ⑥

平成27年度 合格状況　（一部の学校のみ記載）

70名

474名

36名

36名
8名

国 公 立 大

私 　 　 立 　 　 大

短 　 期 　 大 　 学

専 　 門 　 学 　 校
15名看護医療専門学校

就 職 内 定 者

福島県立医科大医学部、一橋大、東北大２名、北海道大、東京芸術大、東京学芸大、電気通信大、
埼玉大２名、宇都宮大２名、茨城大３名、群馬大２名、新潟大４名、信州大、岩手大、弘前大、山形大５名、
福島大１９名、室蘭工業大、北見工業大、首都大東京、会津大３名、高崎経済大５名、新潟県立大３名、
青森県立保健大、名寄市立大、公立鳥取環境大、山口東京理科大５名

慶應義塾大、早稲田大３名、国際基督教大、東京理科大１０名、明治大７名、立教大３名、法政大１１名、
青山学院大２名、中央大１３名、学習院大２名、立命館大３名、成蹊大６名、成城大２名、明治学院大、
南山大、日本大３９名、東洋大９名、駒澤大２名、専修大５名、北里大２名、東京薬科大、
東北医科薬科大２名、日本赤十字秋田看護大、昭和大、国際医療福祉大１０名、東北学院大２１名、
東北福祉大１０名、神奈川大２７名　ほか

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　
中
澤
　
太
郎

（
平
成
27
年
度
卒
）

　
大
学
に
入
学
し
て
半
年
が
経

ち
ま
し
た
。
新
し
い
友
人
や
仲

間
達
に
恵
ま
れ
、
私
は
充
実
し

た
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
大
学
で
の
生
活
は
講
義
一つ

の
中
に
も
新
し
い
発
見
が
い
く
つ

も
あ
り
、と
て
も
刺
激
的
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
出
来
な
か
っ

た
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
高
六

年
間
の
経
験
を
生
か
し
、
生
活

し
て
い
き
た
い
で
す
。

桜
の
聖
母
短
期
大
学
キ
ャ
リ
ア
教
養
学
科

　
　
　
　
　
大
久
保
実
季

（
平
成
27
年
度
卒
）

　
大
学
生
活
も
半
年
が
た
ち
ま
し

た
。
入
学
当
初
は
、
大
学
生
活
に

馴
れ
る
こ
と
で
手
一
杯
で
し
た
が
、

今
で
は
友
人
と
共
に
充
実
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
短
大
で
の
授

業
は
、
高
校
と
は
違
い
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
主

で
、
日
々
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い

ま
す
。
成
蹊
で
学
ん
だ
こ
と
を
大

学
で
生
か
し
、
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成28年度 進路状況　平成29年2月15日現在（一部の学校のみ記載）

11名

252名

28名

10名

慶應義塾大、東京理科大、国際基督教大、明治大４名、法政大３名、学習院大、中央大５名、
成蹊大４名、成城大２名、明治学院大３名、東京女子大４名、獨協大６名、武蔵大、玉川大、北里大２名、
日本大１９名、東洋大３名、駒澤大、専修大３名、昭和大医学部、東北医科薬科大、
国際医療福祉大８名（医学部１名）、東北学院大１５名、東北福祉大７名　ほか

福島県立医科大医学部２名、山形大、福島大６名、長野大１名

気象大学校、防衛医科大学校医学科、防衛大学校８名、海上保安大学校

山形県立米沢女子短期大、立教大学女子短期大、清泉女子短期大、創価女子短期大、
桜の聖母短期大１９名、福島学院大学短大学校６名、郡山女子大学短期大学校　ほか

桜の聖母短大１８名、福島学院大学短期大学校２名、郡山女子大短期大学校２名　ほか

東北電子専門学校２名、郡山情報ビジネス公務員専門学校２名、国際ビューティーファッション専門学校２名 ほか

大原看護専門学校３名、太田看護専門学校２名、福島看護専門学校４名　ほか

11名 防衛大学校９名、職業能力開発大学校、国立宮古海上技術短期大学校

福島県職員、（株）セルラー電話サービス福島、（株）ハシドラッグ、（株）ホテル聚楽飯坂　ほか

49名
11名

専 　 門 　 学 　 校
16名看護医療専門学校

就 職 内 定 者
東北大学歯学部附属歯科技工士学校、日本外国語専門学校２名、福島県立テクノアカデミー会津　ほか

大原看護専門学校４名、太田看護専門学校３名、福島看護専門学校３名、福島県立総合衛生学院２名　ほか

東京消防庁、福島県警察官３名、自衛官一般曹候補生２名、小関小児科医院、（株）ヤクルト本社福島工場　ほか

文部科学省管轄外の大学校等

私 　 　 立 　 　 大

短 　 期 　 大 　 学

国 公 立 大

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

文部科学省管轄外の大学校等



書
道
部

顧
問　
明
珍
真
由
美　

　
授
業
の
時
は
「
こ
れ
を
書
き
ま

し
ょ
う
」
と
課
題
を
出
し
て
そ
れ

を
生
徒
が
書
く
と
い
う
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
部
活
動
で
す
か
ら

ま
ず
は
生
徒
の
書
き
た
い
字
、
書

い
て
み
た
い
と
思
う
文
字
を
選
ぶ

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
一
つ
の

作
品
を
制
作
し
て
い
る
時
の
様
々

な
試
行
錯
誤
は
苦
し
み
で
も
あ
り

ま
す
が
楽
し
み
で
も
あ
り
、
筆

は
？
紙
は
？
墨
は
？
構
成
は
？
と

生
徒
と
よ
く
話
し
合
い
ま
す
。
そ

ん
な
過
程
の
中
で
生
徒
の
柔
軟
な

鋭
い
感
性
に
触
れ
、
刺
激
を
受
け

な
が
ら
の
活
動
で
す
。
会
場
に
展

示
で
き
た
時
の
達
成
感
を
励
み
に

こ
れ
か
ら
も
生
徒
と
共
に
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

華
道
部

顧
問　
大
山　
里
美　

　
華
道
ク
ラ
ブ
で
は
、
龍
生
派
福

島
県
支
部
最
高
顧
問
の
小
武
山
花

龍
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
10
名
の

部
員
が
お
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

小
武
山
先
生
は
本
校
の
卒
業
生
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
だ
け
で
な
く
、
創

立
・
創
部
当
時
、
お
母
様
が
ご
指

導
下
さ
っ
た
跡
を
引
き
継
ぎ
、
成

蹊
１
０
３
年
の
歴
史
を
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
の
お
花
に

対
す
る
深
い
愛
情
を
間
近
に
拝
見

し
な
が
ら
、
季
節
の
移
ろ
い
や
お

花
の
美
し
さ
を
味
わ
い
、
ま
た
生

か
す
生
け
花
を
め
ざ
し
て
、
部
員

一
同
お
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
先
生
と
共
に
成
蹊
の

歴
史
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

特
別
活
動
部
部
長　
鈴
木　
祥
之  

　
現
在
本
校
で
は
、
運
動
系
11
・

文
化
系
16
、
合
わ
せ
て
27
の
ク
ラ

ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
運
動
系

は
、
体
育
館
大
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー

ル
、
第
１
と
第
２
グ
ラ
ン
ド
を
中

心
に
日
々
練
習
に
励
み
、
上
位
大

会
へ
の
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
と
水
泳
ク
ラ
ブ

が
牽
引
役
と
な
り
、
そ
の
他
の
ク

ラ
ブ
も
殆
ど
が
県
大
会
以
上
に
出

場
し
、
毎
年
成
績
を
更
新
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
は
南
東
北

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
開
催
さ
れ
、
本

校
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
会
場
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
団
体

ス
ポ
ー
ツ
の
更
な
る
飛
躍
を
目
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
で
、

文
化
系
ク
ラ
ブ
の
躍
進
も
目
覚
ま

し
く
、
中
で
も
、
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

は
25
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。
自
然
科
学
ク
ラ

ブ
も
特
筆
す
べ
き
研
究
成
果
を
残

し
、
３
年
部
員
は
優
秀
な
大
学
進

学
実
績
も
達
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
将
棋
や
詩
吟
の
分
野
で
も
、

個
人
で
参
加
し
た
生
徒
が
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し
て

い
ま
す
。

野
球
部

顧
問　
金
子　
　
淳　

　
我
々
野
球
部
は
活
動
目
標
を

「
甲
子
園
出
場
」活
動
目
的
を「
人

間
形
成
」
に
お
き
、
日
々
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
一
時
、
部
員
10
名

と
非
常
に
厳
し
い
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
55
名
と
な
り
、

昨
夏
の
選
手
権
で
は
７
年
振
り
に

勝
利
、
今
年
度
の
秋
季
県
大
会
も

６
年
振
り
に
出
場
と
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
力
が
つ
い
て
き
て
お

り
ま
す
。

　
『
ひ
た
む
き
に
爽
や
か
に
』
を

モ
ッ
ト
ー
に
成
蹊
野
球
で
皆
さ
ん

を
魅
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
そ
し
て
球
場
で
勝
利
の
校
歌

を
共
に
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
参
り
ま
す
。

茶
道
部

顧
問　
菊
田　
光
子　

　
茶
道
部
は
週
に
２
回
、
茶
室

「
自
蹊
庵
」
に
て
裏
千
家
の
お
手

前
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
外
部

講
師
の
齋
藤
緑
先
生
の
熱
心
な
ご

指
導
の
も
と
、
立
ち
居
振
る
舞
い

や
お
茶
の
い
た
だ
き
方
と
い
っ
た

基
本
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
は
、
文
化
祭
や
成
蹊
展
の
お

茶
席
や
私
学
フ
ェ
ア
な
ど
の
催
し

で
呈
茶
を
行
い
、
一
般
の
方
々
の

前
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
部
員
は
18
名
で
そ
の
う
ち
３
名

は
男
子
部
員
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が

初
心
者
な
の
で
、
和
気
藹
々
と
し

た
な
か
で
お
茶
に
親
し
み
、
茶
道

を
通
じ
て
日
本
文
化
に
触
れ
て
行

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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今
回
は
、
編
集
中
に
同
窓
生
の

箱
根
駅
伝
出
場
と
い
う
嬉
し
い
ニ

ュ
ー
ス
が
入
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
様
な
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

編
　
集
　
後
　
記

南
校
舎
建
設
募
金
事
業
完
了
報
告

　
平
成
25
年
２
月
か
ら
開
始
さ
れ

ま
し
た
南
校
舎
建
設
募
金
事
業
が

平
成
28
年
6
月
末
に
完
了
い
た
し

ま
し
た
。
皆
様
方
か
ら
多
大
な
る

ご
協
力
を
戴
き
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

募
金
額
実
績
報
告

募
金
目
標
額
　 

五
、〇
〇
〇
万
円

募
金
実
績
　 

　
四
、七
〇
五
万
円

同
窓
会
目
標
額
　
　
五
〇
〇
万
円

同
窓
会
実
績
　
　
　
五
〇
一
万
円

同
窓
会
募
金
件
数
（
二
二
八
件
）

（
平
成
25
年
2
月
よ
り
平
成
28
年
7
月
ま
で
）

追
　
悼
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会
報
23
号
は
昭
和
40
・

50
・
60
・
平
成
８
・
13
・
27

年
度
卒
業
の
皆
様
に
送
付
い

た
し
ま
す
。
今
後
も
卒
業
年

度
を
追
っ
て
順
次
送
付
す
る

予
定
で
す
。
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
運
営
協
力

費
は
会
報
送
付
等
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ス
会
開
催
の
際

は
、
名
簿
を
事
務
局
に
提
出
し

て
下
さ
い
。
通
信
費
と
し
て
二

千
円
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
2
月
25
日

　
教
　
諭
　
菅
野
亨
先
生

平
成
28
年
6
月
27
日

　
事
務
長
　
冨
田
和
男
様

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

● 日　時／平成29年6月25日（日）
　　　　　 午前10時30分～
● 場　所／ホテル福島グリーンパレス
● 内　容／総会 懇親会
　　　　　（アトラクション ： 吹奏楽部）
● 会　費／4,000円
● 問合わせ先／福島成蹊高等学校 同窓会事務局
　　　　　　　 TEL 024-522-2049

～ この場を利用してミニクラス会等を開いてみませんか？ ～

事
務
局
だ
よ
り

校
　
歌

　
作
詞
　
坂
内
　
　
萬

　
作
曲
　
古
関
　
裕
而

わ
が
学
び
舎
の

　
　
名
も
ゆ
か
し

桃
李
の
花
の

　
　
匂
へ
れ
ば

も
の
い
は
ね
ど
も

　
　
慕
ひ
く
る

か
げ
や
こ
み
ち
と

　
　
な
り
ぬ
べ
き

金
剛
石
の

　
　
み
さ
と
し
に

阿
武
隈
川
の

　
　
よ
ど
み
な
く

進
み
ゆ
く
世
に

　
　
遅
れ
じ
と

い
そ
し
む
技
の

　
　
楽
し
さ
よ

平成29年度 総会のお知らせ平成29年度 総会のお知らせ

一
　
組
　
　
阿
　
部
　
世
　
蓮

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
瑞
　
穂

二
　
組
　
　
末
　
永
　
祥
　
栄

　
　
　
　
　
橋
　
本
　
興
　
治

三
　
組
　
　
佐
　
藤
　
う
ら
ら

　
　
　
　
　
渡
　
邉
　
李
　
成

四
　
組
　
　
尾
　
形
　
和
　
馬

　
　
　
　
　
日
　
下
　
稚
　
都

五
　
組
　
　
菅
　
野
　
淳
　
斗

　
　
　
　
　
佐
久
間
　
　
　
巧

六
　
組
　
　
寺
　
島
　
柊
　
瑠

　
　
　
　
　
佐
　
野
　
　
　
愛

七
　
組
　
　
田
　
代
　
有
　
夏

　
　
　
　
　
丹
　
治
　
和
　
菜

八
　
組
　
　
菊
　
池
　
真
　
柚

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
瑞
　
樹

九
　
組
　
　
佐
　
藤
　
　
　
蓮

　
　
　
　
　
清
　
水
　
遥
　
翔

十
　
組
　
　
尾
　
形
　
幸
　
祐

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
芽
　
衣

十
一
組
　
　
諏
　
佐
　
　
　
葵

　
　
　
　
　
柴
　
山
　
桃
　
花

新
　
　
幹
　
　
事

　
平
成
25
年
度
卒
の
八
巻
雄
飛
君

（
国
士
舘
大
学
3
年
）
が
第
93
回

箱
根
駅
伝
で
3
区
を
走
り
ま
し
た
。

本
校
初
の
箱
根
駅
伝
選
手
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　
箱
根
駅
伝
翌
日
に
は
国
士
舘
大

学
陸
上
部
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
の
主

将
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
更
な

る
活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

速
報
！ 

同
窓
生
の
活
躍
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